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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・本日16:00より、プログラムミーティング実施予定。

・本日より職員旅行開始。スタッフが少なくなる為、各自協力しながら業務を行なっていくこと。

・6/13（火）13:00～15:00第5駐車場に向かう道路が通行止めとなる。

・8/4（金）病院の納涼会、8/1（火）三沢の納涼会が開催される予定。

・朝の廊下掃除について、拭いた後に濡れていることで、転倒のリスクが高くなってしまう為、濡れている状態が少しでも無いように拭き掃除を行うこと。

[各種提出期限]

①6/12（月）17:00　5月分経過（早期加算、他病院、毎月提出している方）
②6/12（月）行動観察メモの提出

③7/5（水）疾患別診療計画書　※通所日が少ない方は要注意

　⇒担当1人分を添削、指導予定であるため早めに提出するように。

＜利用者様情報＞

デイケア
・根地戸　恵　様　～本人より「来週から2週間くらい入院になるから」との発言があり、状況を質問している。呂律がまわらないことや苛々することが多いからと理由を話しているが、入院すると病院にいる特定スタッフに会えると治療に関係のない発言も聞かれている。詳細について確認していき、治療の必要性を説明していく。

・小林　司　様　～　来所時からぼんやりとしていることが目立っており、スタッフから声を掛けると、新しい仕事を任されたが、やり方に困っているとの訴えが聞かれている。午後より担当スタッフと面談を行い、詳細を確認しつつ、目標設定を行なうこととしている。

・鈴木　知子　様　～本人より架電があり、昨日他利用者のことを笑ってしまったことについて、特定男性スタッフが怒っていないか質問している。怒ってはいないことと、注意が必要な際はスタッフから声をかける為、上記件も気にしなくても良いことを伝えると、了承し電話を終了している。

・本多　富美　様　～昨日16：45頃、南寿の里のスタッフより情報提供があり、田面木保育園の職員や迎えに来た保護者数名に対して、”よこまちストアまで送ってほしい”と声を掛けており、不審者として扱われていたとのこと。母様から本人がどこにいるかの問い合わせがあった際に、送迎の事情について聞いたところ、母様の体調が芳しくなく、青陽館まで迎えに行くことが困難であったとの情報提供がある。本人の本日の発言を聞くと、自力で青陽館に来る気は感じられず、人任せな印象である。今回の件について次回来所時に伝え、自立度を高めていきつつ、身体機能の維持向上が図れるように目標を設定することとする。

デイナイトケア
・吉田　キクエ　様～昨日、手指振戦と悪寒があるとの訴えがあり、バイタルサインは血圧204/102mmHg、脈拍76回/分、体温36.6℃となっている。夕食は少量摂取しているが嘔吐が見られていた。青風荘より情報提供があり、帰荘後38.2℃の発熱、頭痛、寒気の訴えていたが、今朝は36.7℃まで解熱し、不調はないと話していたとのこと。また、本日鹿内内科医院を受診しており、気管支炎と診断。処方薬を飲みながら様子を見ていくことになったと話している。

・倉橋　生子　様　～昨日より、足の重さを主とした不調の訴えが聞かれており、スタッフが介入している。本日も同様の様子が見られており、足を休めるように伝えるが、休養せずに過ごす等、対処が出来ていない。また、静養室を使いたいと話しスタッフから理由や不調の詳細を聞こうとするが、話さずに一方的に静養室で休んでいる。静養室で休んでいる最中でも、休まずに部屋から出てくる様子が繰り返し見られており、都度足の重さへの対処方法を実践するよう促すが、休もうとしていない。本人に声を掛けすぎると不調を気にしすぎてしまう傾向がある為、本人の言動に注意し、不調への対処をおこなっていくことが出来るように関わっていく。

・古川　富蔵　様　～母様の墓参りに行く予定で、家族へは本人へ報告が遅れたことを説明してほしいことを依頼している。今後本人の病状に変化が生じる可能性がある為、来所時には本人の状況を確認していく。

・古館　正行　様　～以前保護者である妹様が亡くなったとの連絡があったが、家族より8月になったら本人へ伝える為、それまでは伝えないで欲しいとの依頼がある。本人が上記を知った際に病状に変化が生じる可能性がある為、伝えた後の変化に注意することとしている。

ナイトケア
・前野　義勝　様　～本人より電話連絡があり「今日行く予定だったんですが、腰が痛くて整骨院に行こうと思って・・・」と話している。最近、ナイトケアの欠席が増えていることを伝えると「ナイトケアに行こうとは思っているんですけど、足も張ってしまって辛いんです」と答えている。本来の来所日である金曜日は、来所出来るかを尋ねると「休ませてもらってもいいですか？」と話しており、本日はゆっくり休養して、体調を確認し、来所が不可能であれば、改めて欠席の連絡をする様伝えると「わかりました」と答えている。「来週の月曜から水曜日の間で必ず来所しますんで」と話しており、来所の際には自身で夕食は準備するとのこと。

＜外来情報＞

・奥山　以依子　様～排便困難について医師よりシンラックの他に下剤追加処方の提案があるが、本人は追加処方望まず。本人の日記に嘔吐したと記入があるが、医師から嘔吐とシンラックの内服は関連が無いと本人へ説明している。また、排尿時は怒責をかけなくていいですよと医師から説明され、「そうですか。わかりました。」と話している。

・船場　幸子　様　～本日両耳をガーゼ保護して来院。両耳掻痒感強く、北村皮膚科を受診し、軟膏とレスタミン内服処方あり。両耳は軟膏塗布しガーゼ保護を自身で行うとのことで、処置に必要なガーゼやテープをよこまちストアで購入する予定であると話している。診察時「変わりないです。」と対話穏やかである。

・中居　美津子　様～セルリアンでの仕事は継続して行なえているとのこと。ストーカーについて問うと、以前同様にストーカーがいると話しているが、迷惑行為はないと話している。また、飼っている猫のことや料理の話しを笑顔でしている。

・鹿原　博夫　様　～メンテナンスの仕事は継続して行なえている。農家の手伝いの依頼があるが、自分は行っていないと話している。変わりなく過ごしているとのこと。

・前野　義勝　様～　精神状態は変わりなく、睡眠、食事ともとれているが、排便後の肛門を拭き上げした際に出血がある為、軟膏処方を希望している。本人は以前佐々木泌尿器科で処方された肛門周囲に塗布する軟膏処方を希望するが、取扱いがない為、本人と話し合い強力ポステリザン軟膏が処方となる。この軟膏で効果がなければ、専門医受診し本人希望の軟膏処方してもらうよう説明している。

・根地戸　恵　様　～最近、父親との口論が多くなり、苛々したり、落ち着かなくなることがあるとのこと。過敏性やイライラの亢進があることから6/13から入院予定となる。

・若松　邦生　様　～特定相談員の江口さんより、病状について聞いてくるように言われたと話している。主治医より、頓服のルーランは1回1錠で服用する様指示がある。

・松川　順子　様　～前回、採血したプロラクチンの結果のコピーを渡している。異常はなし。

